
真
実
な
る
存
在
を
追
求
し
て
止
む
こ
と
の
な
い
思
想
は
、
そ
の

不
変
性
を
直
面
す
る
種
々
の
現
実
と
対
決
す
る
と
い
う
普
遍
的
あ

り
方
に
お
い
て
顕
現
す
る
。
自
ら
が
そ
の
現
実
と
即
応
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
の
み
そ
の
本
質
を
顕
し
得
る
そ
れ
は
、
自
身
を
変
容
す

る
こ
と
に
お
い
て
初
め
て
不
変
性
を
一
層
の
も
の
と
し
て
い
く
と

い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
中
国
華
厳
宗
が
智
僚
・
法
蔵
に
よ
っ
て
そ
の
大
成
を

み
、
澄
観
・
宗
密
へ
と
継
承
さ
れ
進
展
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
そ

れ
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
常
識
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
か
ら
す
る
と

中
国
華
厳
思
想
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
ま
ず
そ
れ
ら
の
学

匠
の
思
想
に
迫
る
こ
と
が
重
大
な
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
な
が
ら
そ
れ
と
同
時
に
、
一
方
で
は
そ
れ
ら
宗
系
の
人
々
以
外

に
も
在
野
に
あ
り
て
華
厳
経
に
信
順
し
そ
の
宣
揚
に
努
め
た
人
達

が
い
た
こ
と
も
亦
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
僧
籍
を

李
通
玄
の
伝
記
に
つ
い
て

有
せ
ず
当
時
の
佛
教
界
と
殆
ん
ど
交
渉
を
持
た
な
か
っ
た
が
故
に

歴
史
の
表
面
に
は
現
れ
に
く
い
存
在
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
が
、

そ
の
よ
う
な
人
を
も
や
は
り
華
厳
思
想
の
進
展
に
は
様
を
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
に
相
違
な
い
か
ら
で
あ
る
。

李
通
玄
と
は
、
そ
う
し
た
在
野
に
あ
り
な
が
ら
華
厳
経
に
信
順

し
た
人
為
の
中
の
代
表
的
人
物
の
一
人
と
い
え
る
。
彼
は
居
士
で

あ
り
、
隠
浦
生
活
を
な
し
、
当
時
の
佛
教
界
と
は
殆
ん
ど
交
渉
を

有
さ
な
か
っ
た
が
、
彼
に
は
『
新
華
厳
経
論
』
四
十
巻
等
の
著
作

が
あ
り
、
偶
々
そ
れ
が
世
に
流
通
す
る
機
会
を
得
た
た
め
に
、
後

世
多
く
の
人
々
の
目
に
留
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
立

場
に
あ
る
彼
の
華
厳
思
想
は
必
ず
し
も
伝
統
的
教
学
を
踏
襲
し
て

い
る
と
は
い
え
ず
、
彼
独
自
の
観
点
に
立
脚
し
た
実
践
に
富
む
ユ

ニ
ー
ク
な
華
厳
経
観
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
特
質
を
有

す
る
人
物
に
ス
ポ
ヅ
ト
を
当
て
て
み
る
の
も
華
厳
思
想
を
研
究
す

稲

岡
智
賢
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る
上
で
の
一
視
座
と
は
な
ろ
う
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
彼
の
思
想

を
研
究
す
る
に
際
し
て
の
第
一
段
階
と
し
て
、
ま
ず
彼
の
伝
記
を

考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

さ
て
彼
の
伝
記
を
記
す
資
料
で
あ
る
が
、
彼
が
こ
う
し
た
立
場

①

に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
数
量
的
に
は
意
外
と
多
い
。
が
し
か
し

そ
れ
ら
の
記
述
内
容
に
は
か
な
り
の
相
違
が
あ
り
、
当
面
の
課
題

と
し
て
い
ず
れ
を
根
本
資
料
と
な
す
か
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

そ
の
た
め
に
は
個
々
に
お
け
る
資
料
的
価
値
の
考
察
が
必
要
と
な

る
が
、
多
義
に
亘
っ
て
の
そ
れ
の
判
定
は
頗
る
困
難
で
あ
り
、
よ

っ
て
こ
こ
で
は
そ
の
著
作
年
代
を
も
っ
て
そ
の
一
応
の
判
定
基
準

と
し
て
み
る
。
今
そ
の
点
に
立
脚
し
て
彼
の
伝
記
資
料
を
眺
め
て

み
る
と
、
次
の
二
点
が
浮
か
ん
で
く
る
。
即
ち
『
華
厳
経
決
疑
論

①
①

序
』
と
『
釈
大
方
広
佛
新
華
厳
経
論
主
李
長
者
事
迩
』
で
あ
る
。

前
者
は
「
東
方
山
逝
多
林
寺
比
丘
照
明
」
の
撰
で
あ
り
、
そ
れ
に

は
「
大
暦
庚
戌
秋
七
月
八
日
述
」
と
あ
る
。
因
み
に
大
歴
庚
戌
と

は
西
紀
七
七
○
年
で
あ
る
。
又
文
中
に
は
「
照
明
親
承
二
訓
授
一
屡

得
二
旨
蒙
一
見
二
其
迩
終
一
」
の
語
が
み
え
、
す
る
と
照
明
は
通
玄

に
教
え
を
受
け
、
か
つ
そ
の
臨
終
を
知
っ
て
い
た
こ
と
と
な
り
、

②

方
山
と
は
通
玄
が
居
住
し
遷
化
し
た
場
所
で
あ
る
こ
と
と
合
せ
て

こ
の
資
料
の
信
遍
性
は
高
い
と
い
え
る
。
と
す
れ
ば
こ
れ
は
根
本

資
料
と
し
て
の
価
値
を
十
分
に
備
え
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る

が
、
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
こ
こ
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
通
玄

の
生
涯
は
あ
ま
り
に
簡
略
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
通
玄
の

著
述
に
つ
い
て
は
現
存
し
な
い
も
の
も
列
記
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
点
で
は
有
力
な
手
懸
り
と
な
る
。

一
方
、
後
者
は
「
雲
居
散
人
馬
支
」
の
纂
録
に
よ
る
も
の
で
記

述
年
時
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
又
、
馬
支
な
る
人
物
が

い
か
な
る
人
か
不
明
で
あ
る
た
め
、
直
ち
に
は
こ
れ
を
根
本
資
料

の
一
と
し
て
数
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
文
末
に
次
の

記
載
が
あ
り
、
多
少
と
も
そ
の
手
懸
り
を
与
え
て
い
る
の
で
、
こ

の
資
料
の
有
す
る
記
述
の
豊
富
さ
と
合
せ
て
、
こ
こ
に
根
本
資
料

の
一
と
し
て
挙
げ
た
わ
け
で
あ
る
。
文
末
の
記
載
と
は
即
ち

テ

ニ
リ

ト
云
モ
ノ
テ

至
二
大
暦
九
年
二
月
六
日
一
有
二
僧
匿
超
一
於
二
逝
多
閲
若
一

タ
リ
ノ
ス
ヲ
〈
し

獲
二
長
者
所
し
著
論
二
部
一
一
是
大
方
廣
佛
新
華
嚴
經
論
四
十

ハ
レ
ナ
リ

巻
一
是
十
二
縁
生
解
迷
顯
智
成
悲
十
明
論
一
巻
傳
寓
揚

〆
シ

カ

ク
キ
ノ
ヲ
〆

顯
偏
二
於
井
扮
一
匿
超
門
人
道
光
能
繼
二
師
志
一
肩
二
員
ニ

ヲ
ク
ヒ
ニ
カ
ニ
ス
ニ
シ
ム
ル
ハ
ノ
ノ
ヲ
〆

論
一
同
遊
二
燕
趙
｜
昭
示
二
准
泗
一
使
丁
後
代
南
北
學
人

ク
セ

シ
ブ

ス
ル
丁
ヲ
ヲ

悉
得
鰯
参
二
閲
論
文
一
宗
乙
承
長
者
軍
皆
超
光
二
僧
流
布
之

功
耳
・
…
・
・
中
略
・
…
：二
テ
ニ
ム
ノ
ヲ
メ
シ
ヲ

比
歳
僧
元
規
特
抵
二
方
山
一
求
二
長
者
遣
迩
一
初
禮
二
石
墳
一
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ニ
ヌ
ヲ

一
一
リ

ハ
一
一
ス
ニ
し

次
尋
二
籠
吐
一
籠
前
有
二
松
三
株
一
一
己
査
立
倶
是
長
者

ブ

ニ
セ
ン
ト

ニ
ル
ー
二
一
一
Ｗ
夕

手
植
長
者
將
レ
化
之
月
一
株
遂
枯
至
レ
今
二
株
常
有
二
霊

プ
ヲ
ス
ル
ノ
ニ
テ
ノ
ニ
プ
卜
云

鵺
一
結
二
菓
於
頂
一
又
於
二
壽
陽
南
界
解
愁
村
一
遇
二
李
士
源

一
一
ジ
ル
ヲ
力
』
ス
ノ
ヲ

者
一
乃
傳
レ
論
信
庚
超
之
猶
子
也
示
二
長
者
眞
容
圖
一
謄

〆
リ
ヲ

禮
而
迺
斯
爲
二
滿
願
一
笑
云
云

で
あ
る
。

以
上
＄
こ
の
記
述
よ
り
察
す
る
と
大
暦
九
年
（
七
七
四
）
に
僧
広

超
な
る
者
が
、
方
山
に
お
い
て
通
玄
の
著
作
二
部
を
得
、
結
局
通

玄
の
著
が
世
に
流
通
す
る
に
至
っ
た
の
も
、
こ
の
広
超
と
そ
の
門

人
の
道
光
の
功
績
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
同

時
に
今
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
僧
元
規
な
る
者
が
そ
の
功
労

者
広
超
の
猶
子
即
ち
甥
に
遇
っ
て
通
玄
の
真
容
図
を
見
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
馬
支
が
「
比
歳
」
と
形
容
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
「
比
歳
」
と
は
「
比
年
」
と
同
義
で
あ
り
、
「
比

③

年
」
に
は
「
毎
年
」
と
「
近
年
」
と
の
義
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
今

こ
れ
を
後
者
の
義
に
解
し
て
文
を
解
す
る
と
、
馬
支
が
こ
の
事
迩

を
墓
録
し
た
年
代
は
僧
元
硯
が
李
士
源
と
遇
っ
た
時
と
さ
ほ
ど
隔

っ
て
な
い
こ
と
と
な
り
、
そ
の
李
士
源
と
は
広
超
の
甥
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
も
亦
年
時
に
大
き
な
隔
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と

す
れ
ば
本
書
は
根
本
資
料
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
と
と
も
に
、
又

そ
れ
が
墓
録
さ
れ
た
の
は
凡
そ
西
紀
八
○
○
年
頃
と
な
ろ
う
か
。

一
方
、
「
毎
年
」
の
義
で
あ
る
と
解
し
た
場
合
、
上
述
の
旨
は
主

張
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
記
述
内
容
の
具
体
性
か
ら
す

る
と
他
資
料
と
比
較
し
た
場
合
一
際
際
立
っ
て
お
り
、
そ
の
点
か

ら
根
本
資
料
に
値
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
生
ま
れ
る
。

①

因
み
に
僧
広
超
等
の
件
に
つ
い
て
は
『
宋
高
僧
伝
』
と
『
李
通

①
①
④

玄
長
者
行
状
』
及
び
『
隆
與
佛
教
編
年
通
論
』
等
に
み
る
。
『
宋

伝
』
に
は
「
大
暦
九
年
六
月
内
有
二
僧
広
超
｜
到
二
闘
若
一
収
二
論

二
本
一
召
二
書
生
一
就
レ
山
繕
写
将
入
二
滑
川
一
流
行
其
論
由
レ
遊

而
盛
」
と
あ
り
、
『
行
状
』
に
は
「
後
至
二
大
暦
九
年
六
月
二
日
一

有
二
僧
広
超
一
於
二
神
福
山
誓
多
林
閾
若
一
収
二
得
諭
両
部
便

雇
レ
人
就
レ
山
写
畢
入
二
扮
洲
↓
流
行
」
と
い
い
、
一
方
『
編
年
通

論
』
で
は
「
大
暦
中
沙
門
超
広
始
獲
し
之
遂
行
二
千
世
一
」
と
述

今
へ
て
い
る
。
『
宋
伝
』
は
西
紀
九
八
七
年
に
賛
寧
に
よ
っ
て
著
さ

①

れ
た
も
の
で
あ
り
、
『
行
状
』
は
『
華
厳
論
節
要
』
の
末
尾
に
附

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
『
行
状
』
は
『
節
要
』
の
著
者
智
調

（
二
五
八
’
二
二
○
）
の
記
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る

や
画
、
力
と
も
か
く
も
こ
の
『
節
要
』
が
編
録
刊
行
さ
れ
た
の
は
そ
の

『
序
』
に
記
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
煕
宗
三
年
（
一
二
○
七
）
で
あ
る
。

又
『
編
年
通
論
』
は
西
紀
二
六
四
年
に
祖
蕊
に
よ
っ
て
編
纂
さ

れ
て
い
る
。
以
上
こ
れ
ら
三
資
料
は
、
月
日
或
い
は
名
前
の
顛
倒

等
、
多
少
の
記
述
の
相
違
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
全
般
的
に
み
て
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『
事
迩
』
と
比
較
す
る
と
そ
の
記
述
内
容
の
簡
易
さ
は
免
れ
な
い
。

又
僧
元
脱
の
件
に
つ
い
て
は
『
事
迩
』
の
み
が
記
す
と
こ
ろ
で
あ

る
。
記
述
内
容
の
詳
簡
に
よ
っ
て
直
ち
に
そ
の
資
料
の
成
立
年
代

の
前
後
を
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
し
か
し
『
事

迩
」
の
資
料
的
価
値
を
高
め
る
援
助
と
な
っ
て
い
る
と
は
い
っ
て

も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
一
つ
気
に
か
か
る
こ
と
は
、
現
在
我
々
は
『
事
迩
』
を

志
寧
の
墓
し
た
『
華
厳
経
合
諭
』
の
巻
頭
に
お
い
て
み
る
の
で
あ

⑤

る
が
、
こ
れ
は
彼
が
大
中
年
間
（
八
四
七
’
八
六
○
）
に
作
し
た
も

①
㈲

の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
は
彼
の
序
文
が
附
さ
れ
て
い
て
、
そ

の
中
に
「
有
記
云
」
と
し
て
通
玄
の
伝
記
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
彼
（
通
玄
）
有
記
し
云
猛
虎
駄
レ
経
引
二
於

巌
下
一
下
し
筆
之
後
常
得
二
天
人
餉
壱
食
乃
至
論
終
身
亦
去
レ
世

後
人
獲
二
其
草
本
一
伝
写
流
行
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
直
ち
に
は

『
事
迩
』
と
一
致
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
取
意
と
す
れ
ば
同
じ

で
あ
る
と
も
と
れ
る
。
但
問
題
な
の
は
、
通
玄
の
出
身
地
に
関
し

て
『
事
迩
』
と
は
異
っ
た
見
解
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
志
寧
は
通
玄
を
異
人
と
し
、
『
事
迩
』
は
槍
州
人
と
す
る
。

こ
の
点
が
多
少
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
し
志
寧
の
い
う

「
有
記
」
が
『
事
迩
』
と
す
れ
ば
こ
う
し
た
相
違
は
出
て
こ
な
い

で
あ
ろ
う
。
尤
も
志
寧
が
「
槍
州
」
を
「
槍
洲
」
と
解
し
て
い
た

な
ら
ば
、
「
禧
洲
」
と
は
仙
人
の
境
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ

て
異
人
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
論
が
成
立
し
、
と
す
れ
ば

志
寧
は
『
事
迩
』
を
知
ら
な
か
っ
た
と
直
ち
に
決
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
と
な
る
。
と
も
か
く
も
『
合
論
』
に
は
も
う
一
つ

①
節

の
慧
研
の
序
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
何
も
触
れ
て
お
ら
ず
、
『
合

論
』
と
『
事
迩
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
附
さ
れ
た
時
期

に
つ
い
て
の
今
後
の
研
究
を
俟
っ
こ
と
と
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
今
一
つ
『
事
迩
』
を
根
本
資
料
と
す
る
こ
と
に
援
助

と
な
る
雫
へ
き
こ
と
は
、
著
作
年
代
が
確
定
し
て
い
る
資
料
の
中
で

『
決
疑
論
序
』
、
志
寧
の
『
合
論
序
』
に
続
い
て
、
そ
の
第
三
番

①

目
に
当
る
王
居
仁
撰
の
『
神
福
山
寺
霊
跡
記
』
（
九
○
七
成
立
）
の

内
容
が
『
事
迩
』
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も

『
事
迩
』
の
資
料
価
値
を
高
め
る
に
値
す
る
よ
う
に
思
う
。

以
上
、
上
記
の
点
か
ら
『
事
迩
』
を
根
本
資
料
の
一
と
し
て
、

さ
ほ
ど
差
し
障
り
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら

資
料
間
に
は
記
述
内
容
の
相
違
が
あ
り
、
又
確
定
的
な
こ
と
が
不

明
で
あ
る
た
め
、
直
ち
に
は
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
も

あ
れ
本
論
で
は
記
述
内
容
の
豊
富
さ
と
い
う
便
宜
上
か
ら
も
、
こ

の
『
事
迩
』
を
主
軸
と
し
つ
つ
他
資
料
と
比
較
し
な
が
ら
李
通
玄

の
伝
記
に
つ
い
て
の
考
察
を
加
え
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
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さ
て
初
め
に
『
事
迩
』
の
通
玄
の
生
涯
に
関
す
る
記
述
箇
処
を

挙
げ
、
次
で
文
に
順
じ
て
主
だ
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
比
較
考
察
し

て
い
く
こ
と
と
し
よ
』
フ
。シ
ニ
ス
ル
Ｔ
ヲ
ヨ
ル
ハ
レ
ハ
ト
フ
ノ
ヲ
タ
、
フ

李
長
者
諒
通
玄
莫
レ
詳
レ
所
し
自
惑
有
下
訶
二
其
本
一
者
上
但
言
二

ト

キ
ヲ
テ
ヲ
ル

槍
州
人
一
開
元
二
十
七
年
三
月
望
日
曳
レ
策
荷
レ
笈
至
二
子

ノ

ー
ヲ
ク
ト
リ

ト
云

太
原
孟
縣
西
四
十
里
同
穎
郷
一
村
名
二
大
賢
一
有
》
｜
高
山
奴

ト
ヒ
ヲ
二
ヲ

シ
Ｔ

チ
ニ
ル
ノ
一
一

者
一
尚
し
徳
慕
レ
士
延
納
無
し
倦
長
者
經
詣
二
其
門
一
山
奴

ノ

リ
ノ
ナ
ル
可
ヲ
一
一
ソ
シ

ソ
七
シ
ム

諦
二
膳
祁
儀
一
知
二
非
常
器
一
遂
難
折
禮
接
諸
歸
安
居

夕
、
プ

ノ
ナ
ル
ノ
サ
ノ
ヲ
リ
シ

毎
旦
唯
食
下
棗
十
穎
柏
葉
餅
子
如
二
上
大
一
者
一
枚
土
自
レ
爾

ラ
ニ
テ
ヲ
シ
ミ
ヲ
テ
ニ
テ
シ

不
し
交
二
外
人
一
掩
似
室
澗
虚
含
し
毫
臨
レ
紙
曾
無
二
虚
時
一

ス
ル
ノ

テ
、
ヲ
二
ル
丁

リ
力

如
レ
是
者
三
稔
一
且
拾
二
山
奴
一
南
去
五
六
里
至
二
馬
氏
古

一
一
ラ
ヘ
テ
ヲ
シ
ノ

ス
ル
可
一
一
コ
宛

佛
堂
一
自
繕
二
土
室
一
寓
二
子
其
側
一
端
居
宴
獣
干
し
蕊
十
年

チ

ソ
ヲ
テ
一
一
ル
丁

ト
ル
カ
ニ

後
復
嚢
二
華
經
害
一
運
し
道
而
去
二
十
里
餘
次
二
韓
氏
別
業
一

チ
ノ
ナ
リ
チ
プ
一
一
テ
ニ
ノ
シ
ル
カ
ロ
ッ

即
今
冠
蓋
村
焉
忽
逢
二
一
虎
一
當
レ
塗
馴
伏
如
し
有
し
所
し
待

テ
ニ
ク
レ
ニ
ノ
ヲ
セ
ン
ト
ヲ
ヘ
シ
タ
メ
ニ
カ
フ

長
者
語
し
之
日
吾
將
三
著
し
論
澤
二
華
嚴
經
一
可
三
與
〃
吾
澤
ニ

ノ
ヲ

テ
ス
ツ

ク
ニ
ノ
シ
ヲ
ニ
モ
テ
ノ
ル

ー
棲
止
虚
一
言
畢
虎
起
長
者
徐
而
撫
し
之
遂
將
二
所
し
華

ヲ
ケ
ノ
ニ
ス
ノ
ー
ル
テ
ニ
テ

ヲ

之
褒
一
桂
二
子
虎
背
一
任
二
其
所
諺
止
於
レ
是
虎
望
二
榊
輻
山
原
一

Ｆ
一
ル
丁
テ
ノ
ニ
チ
ラ
ス
ヤ
、
メ
テ

直
下
三
十
餘
里
當
二
一
土
語
前
一
便
自
鱒
駐
長
者
旋
收
ニ

ヲ
ク

シ
シ
〈
，
／
、
タ
レ
テ
ヲ
ル
ノ

襄
装
一
置
二
於
籠
内
一
虎
乃
屡
顧
安
レ
尾
而
去
其
篭
螢
潔

二

一
一
〆
仰
〆
ス
ノ
ス
’
一
ノ

シ

圓
廻
廣
表
尋
丈
自
然
而
有
非
二
人
力
成
一
籠
之
四
秀
蕾
無
ニ

テ
ル
ノ

｜
ス
カ
ニ
ヲ
コ
リ
キ
ル
ノ
サ

泉
澗
一
長
者
始
來
之
夕
風
雷
暴
作
抜
二
去
一
古
松
高
三

ナ
ル
ヲ
テ
タ
一
一
ノ
ー
ン

ト
キ
Ｔ
テ

百
餘
尺
一
及
レ
旦
松
根
之
下
化
爲
二
一
潭
一
深
極
二
數
尋
一
迺

キ
了
へ
ニ
フ
ヲ
ノ
〆

還
五
十
餘
歩
甘
迩
二
端
露
一
色
奪
二
琉
璃
一
時
人
號
爲
二
長

ト
テ
ニ
一
一
〆
夕
テ
セ

ノ

レ
〈
ヲ
ス
ス

者
泉
一
至
レ
今
澄
明
未
二
曾
増
減
一
億
陽
之
歳
所
し
之
必
應

ス
ル
ノ
ヲ

ス
ソ
ヲ
ヨ
リ
シ
ヲ
ノ

ヲ

長
者
製
〃
論
之
夕
心
窮
二
玄
奥
一
口
出
二
白
光
一
照
二
耀
篭
中
一

テ
フ
ニ

ノ
チ
リ

ハ
カ
リ

以
代
一
一
燈
燭
一
居
山
之
後
忽
有
二
二
女
子
一
容
華
絶
世
皆
可
一
一

二
キ
ノ
ヲ
ク
テ
ヲ
ヲ
．
、
上
ヲ

笄
年
一
倶
衣
二
大
布
之
衣
一
悉
以
二
白
巾
一
幟
し
首
姓
氏
居
虚

モ
シ

一
一
ニ
ノ
ミ
ヲ
キ
ヲ
ス
ヲ

ー
無
し
所
し
言
常
爲
二
長
者
一
汲
レ
水
焚
レ
香
供
二
給
紙
筆
一
卯

ノ
チ
ヘ
ヲ

ク
テ
ク
ノ
ー
ヤ
ソ
テ
ス
ヲ

辰
之
際
噸
具
二
淨
饅
一
甘
弥
畢
仙
置
二
長
者
前
一
齋
罷
撒
レ
器

シ
ル
ー
ヲ
ル
テ

ニ
テ

ヲ
テ
ノ
ス
７
ヲ

莫
レ
知
し
所
し
止
歴
二
子
五
祀
一
曾
不
レ
閾
レ
時
及
二
其
著
し
論

二
ラ
ン
ト
ー
ー
シ
カ
ク
ス
ヲ
テ
ス
ル
ニ
ノ
ヲ

ノ

錦
字
絡
遂
爾
絶
し
迩
謹
按
一
華
嚴
蕾
傳
一
東
萱
一
蔵
佛
駄

テ
ノ

ー
ス
ヲ
リ

ノ

政
陀
羅
於
二
江
都
謝
司
空
寺
一
課
し
經
有
二
二
吉
衣
童
子
一

チ
リ
ソ

テ
、
シ
ニ
キ
ヲ
ヘ
テ
ヲ
レ
ヲ

忽
自
二
庭
沼
一
而
出
承
二
事
梵
僧
一
蕊
し
香
添
レ
餅
不
レ
離
二
座
右
一

コ
ト
ニ
ス
ル
マ
サ
ー
ー
ナ
ラ
ン
ト
テ
ム
ニ
リ
・
不

毎
レ
欲
ゞ
將
レ
タ
還
潜
二
沼
中
一
日
日
皆
然
率
爲
二
常
事
一

テ
シ
テ
ス
ル
ニ
ソ
シ

ノ

ブ
二

及
二
詳
畢
爲
淨
一
況
獣
無
し
通
長
者
感
通
事
符
二
桑
昔
一
長
者

ノ
タ
ケ

身
長
七
尺
三
寸
廣
眉
朗
目
丹
居
紫
肥
長
髭
美
茂
修

二
ル

ク

臂
圓
直
髪
形
紺
色
毛
端
右
旋
質
状
無
し
倫
風
姿
特
異

シ
卜
云
丁
七
一
一
リ
ノ
リ
ヲ
ニ
シ
ヲ

殊
妙
之
相
廃
し
不
二
具
足
一
首
冠
二
樺
皮
之
冠
一
身
披
二
肺
衣
一

ソ
ク
シ

ヨ
ノ
ツ
ネ
ス
ア
シ
ニ
ー
ノ
ヲ

長
語
博
袖
散
腰
而
行
亦
無
二
重
帯
一
居
常
跣
，
足
不

〆
ブ

ト
ノ
一
一
シ

ス
ル
チ
テ
、
ラ

レ
務
二
將
迎
一
放
二
曠
人
天
一
無
し
所
二
拘
制
一
忽
一
日
出
し
山
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プ
ノ
ヲ
。
ｊ
、
プ

メ
テ
ヲ
ス
ル
一
一
ク
テ
二

訪
二
蕾
止
之
里
一
適
値
二
野
人
聚
レ
族
合
樂
一
長
者
偏
語
し
之

ク

ク
セ
ョ
レ
ニ
ス
ラ
ト
ン
シ
ヤ
メ
ヲ
ソ

ク

曰
汝
等
好
住
吾
將
欲
し
歸
衆
乃
罷
レ
樂
驚
僅
相
顕
成

ス
ス

テ
ラ
ン
ト
ニ
シ
ヲ
〆
シ
官
一
一
テ
ス

皆
側
槍
必
謂
長
者
部
還
二
槍
州
一
揮
レ
涕
同
レ
詞
懇
請
雷
止

ク
タ
ト
ヒ
ル
７
ス
ト
モ
カ
ナ
ラ
ス
ニ
リ
ル
テ
ニ
テ
テ
テ

長
者
日
縦
在
百
年
會
當
二
歸
去
一
於
レ
是
翠
レ
衆
部
逵
二

ヲ
ル
ー
テ
ノ
ニ
ヘ
シ
テ
一
一
ク
ニ
ル
ノ
ミ

長
者
一
入
し
山
至
二
其
篭
所
一
復
語
レ
之
日
去
住
常
然
耳

ペ
シ
ル
ー
テ
ス
ノ
ヨ
モ
ニ
テ

汝
等
可
二
各
還
諺
家
及
二
衆
旋
レ
踵
之
頃
全
嵐
霧
四
起
景

ノ
ク
ニ
ス

テ
ヲ
テ
二

物
不
レ
分
行
路
之
人
威
共
艤
異
翌
日
長
翌
結
レ
徒
登
レ
山

ス
ル
ニ
ル
ー
ス
ル
ヲ
一
一
一
一
ル

禮
候
但
見
一
二
姿
容
端
傭
已
坐
二
化
於
篭
中
一
美
時
當
二
三

テ
叩
伊
二

月
二
十
八
日
一
報
齢
九
十
六
有
二
一
巨
蛇
一
蟠
當
二
篭
外
一

リ
ヲ
〈
ツ
テ
ヲ
ヲ
ヒ
ク
シ
ソ
ス
ヲ

張
レ
目
冴
口
不
レ
可
二
向
近
一
衆
乃
蹄
し
誠
致
し
呪
某
等
今

ス
メ
ノ
ヲ
一
一
セ
ン
ト
ヲ
プ
メ
ヨ

〈
ソ
ス
Ｔ
ヲ

欲
下
收
二
長
者
全
身
一
將
螢
噸
犢
藏
土
乞
潜
二
威
霊
一
願
得
卜
就

ヲ
テ
メ
テ
ヲ
セ

ソ
ノ
ヒ
ヲ
ノ

レ
事
蛇
因
撤
し
形
不
レ
現
耆
蕾
潜
泣
墾
荷
樺
二
地
於
大
山

二
テ
ヲ
ト
シ
ル
ト
ナ
リ
ヲ
チ
ノ

之
陰
一
累
レ
石
爲
レ
墳
蓋
取
二
堅
淨
一
即
榊
幅
山
逝
多
蘭

ノ

メ

ノ
ヨ
リ
マ
テ
ノ
ー

若
今
方
山
是
也
初
長
者
隠
化
之
日
及
二
成
墳
之
時
一
煙
雲

シ

ス
リ

ル
ニ
フ
丁
シ
キ
リ
ノ

凝
布
巌
谷
震
蕩
有
ニ
ニ
白
鶴
一
哀
涙
當
レ
空
二
鹿
相
叫
連

へ
ノ
ノ
ツ
ー
ノ
テ
シ
ヲ
ス
ル
可

夕
其
餘
飛
走
悲
鳴
滿
レ
山
郷
原
之
人
相
率
愛
し
服
追
筆
儒
慕

シ
ス
ル
カ
ヲ
二
一
ル
ー
チ
レ
シ
ノ

若
し
喪
二
所
天
一
毎
し
當
二
建
齋
一
即
墳
上
雲
起
七
七
如
し
是

一
一
し
刷
り
ム
｜
’
レ

ノ

ニ
テ
ノ
ニ
ク

良
足
し
異
夫
長
者
平
昔
之
時
毎
年
常
於
二
三
月
末
間
一
設
ニ

ノ
ヲ

テ
ヲ
ラ
シ
メ
ヲ
ト
フ
シ
メ
ソ
７
ヲ
レ
テ
一
一

十
方
賢
聖
淨
會
一
不
下
以
二
女
人
一
造
参
食
貴
し
使
二
燗
し
事

ナ
ヲ
マ
テ

サ
ル
可
ヲ
テ
セ
ル
一
一

精
誠
一
至
二
於
棗
核
米
消
一
不
し
許
二
岬
棄
一
齋
畢
任
し
用
犬
蔬

ク
フ
キ
ノ
ノ
ノ
リ
ニ
テ
セ

偏
需
如
レ
斯
之
會
這
承
到
レ
今
未
二
曾
慶
絶
一

こ
こ
で
ま
ず
知
ら
れ
る
こ
と
は
通
玄
の
出
生
が
は
っ
き
り
と
は

し
な
い
な
が
ら
も
、
そ
の
出
身
地
が
槍
州
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

因
み
に
槍
州
と
は
河
北
省
槍
県
の
東
南
で
あ
り
、
こ
こ
方
山
と
は

直
線
距
離
に
す
る
と
約
三
○
○
ｍ
東
方
に
位
置
す
る
。
そ
れ
で
は

他
資
料
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
『
決
疑
諭
序
』
で
は
塘
州
の
義
は

述
尋
へ
ず
、
但
「
皇
枝
」
で
あ
る
と
い
う
。
他
は
志
寧
の
『
合
論
序
』

を
除
い
て
、
二
説
の
い
ず
れ
か
を
継
承
す
る
か
、
或
い
は
こ
の
件

に
関
し
て
は
触
れ
な
い
か
で
あ
る
。
で
は
ま
ず
先
に
志
寧
は
ど
う

い
っ
て
い
る
か
と
い
え
ば
「
其
実
異
人
莫
レ
知
二
来
処
一
」
と
い
う
。

こ
れ
は
通
玄
の
容
姿
か
ら
判
断
し
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
「
莫
知

来
処
」
の
形
容
な
の
か
、
或
い
は
前
述
の
ご
と
く
槍
洲
と
解
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
理
解
し
か
ね
る
の
で
あ
る
が
、
し

か
し
こ
の
説
は
通
玄
の
著
作
を
読
む
時
、
「
宋
伝
』
が
既
に
彼
を

「
該
二
博
古
今
一
洞
二
精
儒
釈
一
」
と
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
通
玄

⑥

が
中
国
古
来
の
思
想
に
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の

点
か
ら
す
る
と
彼
を
異
人
と
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。
な
ら

ば
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
『
事
迩
』
等
の
説
の
方
が
信
瀝
性
が
あ
る

と
い
う
今
へ
き
で
あ
ろ
う
。
次
に
『
決
疑
諭
序
』
等
の
皇
枝
と
す
る

説
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
宋
伝
』
が
「
是
唐
之
帝
胄
不
し
知
二
何

王
院
之
子
孫
一
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
皇
枝
と
い
う
も
の

の
ど
う
も
明
確
で
は
な
い
。
確
か
に
当
時
華
厳
経
は
筆
写
本
で
あ
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り
貴
重
本
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
を
入
手
し
て
い
る
通

玄
は
一
般
庶
民
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
さ
り
と
て
そ
れ
が

皇
枝
で
あ
る
こ
と
の
論
拠
と
は
な
ら
な
い
。
案
外
こ
の
説
は
「
中

⑦

国
で
は
同
姓
は
血
で
つ
な
が
る
と
い
う
意
識
が
強
い
」
と
い
う
観

点
に
立
脚
し
、
丁
度
唐
朝
が
李
氏
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
た
め

⑧

に
皇
枝
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
又
『
決
疑
論
序
』
等
に
は
冒

頭
に
「
北
京
李
長
者
」
と
あ
り
、
唐
代
の
北
京
が
高
祖
李
淵
の
出

身
地
た
る
山
西
省
太
原
府
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
も
彼

を
皇
枝
と
し
た
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
但
し
、

こ
の
北
京
が
通
玄
の
出
身
地
で
あ
る
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
、
そ
の
点
で
は
『
宗
伝
』
が
「
唐
開
元
中
大
原
東
北
有
二
李
通

玄
者
こ
と
い
う
ご
と
く
彼
の
特
定
期
間
の
存
在
場
所
を
記
し
た

も
の
と
も
と
れ
る
。
と
す
れ
ば
不
確
か
で
は
あ
る
が
彼
の
出
身
に

関
し
て
は
一
応
槍
州
と
す
る
こ
と
も
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。

次
で
開
元
二
十
七
年
（
七
三
九
）
、
通
玄
は
孟
県
西
四
十
里
同
穎

⑨

郷
大
賢
村
の
高
山
奴
を
訪
れ
る
旨
が
述
雲
へ
ら
れ
る
。
註
に
あ
げ
た

①

大
半
の
彼
の
伝
記
資
料
の
内
、
そ
の
記
述
中
ま
ず
最
初
に
年
時
を

明
記
し
て
い
る
の
は
こ
の
事
柄
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
約
一
世

紀
を
そ
の
生
涯
と
し
た
彼
の
晩
年
に
あ
た
り
、
そ
の
意
味
で
は
壮

年
時
代
ま
で
の
彼
の
生
涯
の
事
柄
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
判
明
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
え
る
。
但
『
決
疑
諭
序
』
及
び
「
李
長
者

見
聖
授
道
伝
』
に
孟
県
に
至
る
以
前
の
こ
と
を
記
載
し
て
あ
る
の

で
、
ま
ず
先
に
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
、
次
で
孟

県
の
こ
と
に
触
れ
よ
う
と
思
う
。

さ
て
『
決
疑
論
序
』
に
は
「
年
過
一
一
四
十
一
絶
し
覧
二
外
害
一
在
二

則
天
朝
一
即
傾
二
心
華
厳
経
一
云
云
」
と
あ
り
、
初
め
て
彼
の
四
十
歳

頃
の
記
事
を
目
に
す
る
。
尚
、
こ
れ
は
『
居
士
伝
』
に
も
見
え
る

が
「
居
士
伝
』
は
一
七
七
○
’
一
七
七
五
と
そ
の
成
立
年
代
が
新

し
く
、
内
容
も
変
ら
な
い
か
ら
、
こ
こ
で
は
『
決
疑
論
序
』
を
も

っ
て
代
行
す
る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
が
い
つ
頃
か
そ
の
年
時
を
考
察

し
よ
う
と
す
る
場
合
、
本
序
に
は
通
玄
の
残
年
は
記
し
て
あ
っ
て

も
そ
の
寿
令
が
載
せ
て
な
い
の
で
逆
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
、
通
玄
の
寿
令
に
関
し
て
は
他
資
料
が
九
十
五
、
若
く
は

九
十
六
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
か
ら
察
す
る
と
則
天
朝
の
初
頭

は
六
八
四
年
で
あ
り
、
こ
の
年
通
玄
は
四
十
九
歳
或
い
は
五
十
歳

で
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
尤
も
こ
れ
は
『
八
十
巻
華
厳
経
』
の
訳

出
（
六
九
九
）
以
前
で
あ
り
、
通
玄
の
著
が
殆
ん
ど
『
八
十
巻
華

厳
経
』
を
所
依
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
多
少
疑
問
が
残
る

と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
彼
が

『
八
十
巻
華
厳
経
』
し
か
知
ら
な
か
っ
た
と
規
定
す
る
の
は
流
石

⑩

に
無
理
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
彼
が
六
九
九
年
以
前
に
華
厳
経

に
触
れ
て
い
て
も
何
ら
不
自
然
で
は
な
く
、
こ
の
『
決
疑
論
序
』
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の
説
も
一
応
信
用
に
足
る
。
一
方
『
見
聖
授
道
伝
』
に
は
年
時
の

記
述
は
附
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
通
玄
が
五
台
山
に
居
た
旨

を
記
す
と
共
に
、
彼
と
華
厳
経
と
の
因
縁
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
『
居
士
伝
』
は
こ
の
義
を
要
略
し
て
載
せ
て
い
る
）
。
今
こ
の
記

載
内
容
を
要
述
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
通
玄
は
ま

ず
五
台
山
の
善
住
院
に
お
い
て
異
僧
と
会
い
、
彼
か
ら
華
厳
の
大

旨
を
授
か
る
。
次
で
色
々
な
奇
瑞
を
感
得
し
、
更
に
は
文
殊
菩
薩

の
弟
子
で
あ
る
と
い
う
童
子
に
よ
っ
て
通
玄
の
宿
願
が
華
厳
経
の

弘
布
に
あ
る
こ
と
を
悟
っ
て
造
論
を
志
す
。
初
め
は
五
台
山
に
お

い
て
著
作
活
動
を
開
始
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
五
台
山
は
あ

ま
り
に
大
寒
の
地
で
あ
っ
て
そ
れ
を
挙
行
す
る
に
は
耐
え
難
く
、

そ
れ
故
南
下
し
て
方
山
を
著
論
の
地
と
な
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

確
か
に
当
時
五
台
山
は
文
殊
の
霊
場
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
既
に

晴
代
に
解
脱
禅
師
等
が
こ
こ
に
住
し
華
厳
経
信
仰
も
盛
ん
で
あ
っ

⑪

た
ら
し
い
か
ら
、
真
蟄
に
佛
道
に
取
組
ん
だ
通
玄
が
五
台
山
に
赴

い
た
と
し
て
も
何
ら
不
自
然
で
は
な
い
。
そ
し
て
又
河
北
省
と
山

西
省
と
は
隣
接
県
で
あ
り
、
距
離
的
に
も
決
し
て
遠
く
は
な
い
か

ら
、
そ
の
点
も
納
得
が
い
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
見
聖
授
道
伝
』

の
成
立
が
そ
れ
を
蔵
す
る
『
清
涼
山
志
』
の
序
の
成
立
の
万
暦
丙

申
（
型
．
一
五
九
六
）
の
頃
と
す
る
と
、
通
玄
の
伝
記
資
料
と
し
て

は
や
や
信
瀝
性
に
乏
し
い
も
の
と
い
え
る
。
ま
し
て
、
こ
れ
よ
り

古
い
資
料
は
全
く
五
台
山
と
通
玄
と
の
関
係
を
記
し
て
い
な
い
か

ら
、
全
面
的
な
信
用
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
こ
う
し
た
不

安
は
あ
る
も
の
の
、
通
玄
と
華
厳
経
と
の
縁
を
具
体
的
に
示
す
資

料
と
し
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
こ
れ
の
み
で
あ
り
、
こ
の
資
料
は
そ

の
意
味
で
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
は
な
い
。

又
同
じ
観
点
に
立
つ
時
、
『
居
士
伝
』
は
成
立
年
時
こ
そ
新
し
い

が
、
『
決
疑
論
序
』
『
見
聖
授
道
伝
』
等
を
巧
み
に
採
用
し
て
い

る
か
ら
、
そ
の
総
合
的
価
値
は
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
殆
ん
ど
の
資
料
に
お
い
て
、
通
玄
の
生
涯
は
孟
県
大
賢

村
に
至
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
『
事
迩
』
は
こ
れ
を
開
元
二
十

七
年
（
七
三
九
）
三
月
望
日
と
記
す
。
こ
の
説
に
同
調
し
て
い
る
の

は
『
神
福
山
寺
霊
跡
記
』
の
み
で
、
他
の
資
料
の
多
く
は
『
決
疑

論
序
』
（
但
し
、
こ
れ
は
「
開
元
七
年
（
七
一
九
）
遊
二
東
方
山
一
」

と
い
う
の
み
で
孟
県
の
こ
と
に
は
触
れ
て
い
な
い
）
『
宋
伝
』
の

開
元
七
年
説
を
採
用
す
る
。
又
、
『
事
迩
』
を
蔵
す
る
続
蔵
経
に

は
編
者
に
よ
っ
て
こ
の
二
十
七
年
に
つ
い
て
「
二
十
恐
剰
」
と
の

指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
『
事
迩
』
の
二
十
七
年
説
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
が
『
事
迩
』

の
み
で
あ
れ
ば
筆
写
時
等
の
誤
り
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

「
霊
跡
記
』
も
同
じ
く
二
十
七
年
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
し

た
よ
う
に
こ
れ
は
通
玄
の
伝
記
資
料
と
し
て
は
価
値
の
高
い
も
の
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で
あ
り
、
尚
且
つ
『
事
迩
』
が
月
日
を
三
月
望
日
と
し
て
い
る
の

に
対
し
、
『
霊
跡
記
』
は
三
月
十
五
日
と
明
記
し
、
記
述
内
容
も

会
昌
年
間
の
こ
と
等
独
自
の
も
の
が
み
ら
れ
、
そ
の
点
こ
れ
が
必

ず
し
も
『
事
迩
』
を
継
承
し
た
も
の
と
は
断
定
し
難
く
、
そ
う
す

る
と
こ
の
二
十
七
年
説
は
『
事
迩
』
の
み
で
な
く
な
り
誤
写
と
し

⑫

て
無
碍
に
は
否
定
し
き
れ
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。
又
、
別
の
新
説

と
し
て
『
李
通
玄
長
者
行
状
』
に
は
開
元
十
七
年
三
月
十
五
日
と

あ
る
。
「
三
月
」
の
記
述
に
つ
い
て
は
上
記
の
資
料
の
外
に
『
佛

①

祖
統
紀
』
が
記
し
、
『
宋
伝
』
は
春
と
し
て
い
る
か
ら
際
立
っ
て

珍
し
い
と
は
い
え
な
い
が
、
し
か
し
、
「
十
五
日
」
と
日
日
迄
は

っ
き
り
と
明
言
し
て
い
る
の
は
『
霊
跡
記
』
と
『
行
状
』
と
の
二

書
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
今
一
つ
興
味
深
い
こ
と
は
、
『
華
厳
経

①

持
験
記
』
等
通
玄
の
生
涯
の
年
時
に
触
れ
な
い
も
の
は
別
と
し
て
、

あ
る
程
度
、
年
時
等
の
具
体
的
記
述
を
有
す
る
資
料
の
中
で
は
、

『
事
迩
』
・
『
霊
跡
記
』
。
『
行
蹟
記
』
・
『
行
状
』
の
四
書
は
彼
の
卒

年
に
つ
い
て
明
記
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
に
は
四

⑬

書
の
何
ら
か
の
繋
が
り
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
資
料
の
記
述
の
み
か
ら
で
は
甲
乙
つ
け
難
く
、
い
ず
れ
か

に
決
定
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
た
だ
全
体
を
通
じ
て
、
開
元

七
年
．
十
七
年
。
二
十
七
年
と
十
年
間
隔
で
三
説
あ
る
こ
と
に
ま

ず
は
注
目
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
次
で
通
玄
は
高
山
奴
家
に
寄
在
し
て
よ
り
三
年
を
経
る
と

い
う
。
そ
の
間
、
日
に
棗
十
顎
と
柏
葉
餅
一
枚
を
食
す
の
み
で
、

外
人
と
は
交
ら
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は

⑭

こ
の
旨
を
記
す
資
料
は
全
て
一
致
し
て
お
り
異
説
は
認
め
ら
れ
な

い
。
尚
、
『
佛
祖
統
紀
」
等
は
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
を
棗
柏
大
師
と

呼
ぶ
と
も
記
し
て
お
り
、
後
世
『
華
厳
経
疏
論
纂
要
』
の
道
需
等

⑮

も
彼
を
棗
柏
と
呼
ん
で
い
る
。

次
に
彼
は
場
所
を
変
え
て
馬
氏
の
古
佛
堂
の
側
に
移
る
。
こ
こ

で
彼
は
十
年
間
暮
ら
し
て
い
る
。
こ
の
件
は
他
の
資
料
も
殆
ん
ど

同
じ
で
あ
る
が
、
但
『
霊
跡
記
』
の
み
は
五
年
と
し
て
い
る
。
そ

の
後
彼
は
又
場
所
を
移
し
韓
氏
の
別
業
に
次
る
。
そ
の
折
彼
は
虎

に
遇
っ
て
神
福
山
即
ち
方
山
に
導
か
れ
、
そ
こ
が
彼
の
最
後
の
居

住
処
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
こ
こ
で
一
つ
問
題
と
な
る
の
は
、
彼
が

虎
と
遇
う
時
に
つ
い
て
で
あ
る
。
他
資
料
は
皆
彼
が
韓
氏
荘
に
赴

く
途
中
で
遇
っ
て
い
る
。
『
事
迩
』
の
文
も
亦
そ
の
よ
う
に
解
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
『
霊
蹟
記
』
の
み
は
こ
の
韓
公
庄
で

三
冬
を
過
ご
し
た
と
い
い
、
僅
か
な
が
ら
相
違
を
み
せ
て
い
る
こ

と
は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

以
上
は
通
玄
が
孟
県
に
到
着
し
て
か
ら
方
山
に
住
す
る
迄
の
歴

程
で
あ
る
。
彼
は
虎
の
案
内
に
よ
っ
て
最
終
的
に
は
方
山
に
住
す

る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
件
に
関
し
て
史
実
と
し
て
は
疑
わ
し
い
で
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あ
ろ
う
が
、
し
か
し
通
玄
と
虎
と
の
関
係
は
彼
の
伝
記
に
お
い
て

は
棗
柏
と
同
様
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
後
世
方
山
寺
に
は
長
者

⑮

伏
虎
の
像
ま
で
あ
っ
た
ら
し
い
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
、
そ
れ
が

た
と
え
後
世
の
人
々
が
託
し
た
通
玄
の
人
徳
の
象
徴
で
あ
る
に
し

て
も
、
虎
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
そ
の
必
然
性
は
一
体
何
処
に
あ
る

の
か
、
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
後
、
通
玄
は
神
福
山
原
の
土
篭
内
に
住
し
て
造
論
に
精
を
出

し
論
を
完
成
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
『
事
迩
』
は
ま
ず
初
め

に
長
者
泉
の
成
立
を
伝
え
る
。
文
意
か
ら
す
る
と
こ
れ
は
神
福
山

即
ち
方
山
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
『
孟
県
志
』
巻
六

に
は
「
長
者
泉
。
在
二
韓
氏
荘
一
以
二
李
長
者
一
得
し
名
」
と
記
さ
れ

て
あ
り
、
両
者
を
合
わ
せ
る
と
方
山
と
韓
氏
荘
と
は
同
じ
に
な
っ

て
し
ま
う
が
、
は
た
し
て
韓
氏
荘
が
何
処
に
あ
っ
た
か
は
不
明
で

あ
る
か
ら
両
文
を
判
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
『
孟
県
志
』

の
文
か
ら
、
先
述
し
た
『
霊
跡
記
』
の
韓
公
庄
に
三
冬
を
過
ご
す

と
い
う
旨
は
、
そ
の
信
瀝
性
が
で
て
く
る
こ
と
と
な
る
。
因
み
に

『
孟
県
志
』
は
通
玄
の
生
涯
に
関
し
て
は
『
宋
伝
』
説
を
採
用
し

て
い
る
。
尤
も
『
寿
陽
県
志
』
巻
一
に
依
れ
ば
方
山
山
麓
に
は

「
黄
龍
泉
」
「
黒
龍
泉
」
「
金
剛
泉
」
等
が
あ
る
旨
を
述
べ
て
お

り
、
方
山
近
辺
に
泉
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
「
長
者
泉
」

も
方
山
に
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
に
不
自
然
さ
は
な
い
。
又
こ
の
泉

と
同
時
に
述
舗
へ
ら
れ
て
い
る
松
に
つ
い
て
は
『
寿
陽
県
志
』
巻
十

一
に
史
乗
正
の
『
方
山
種
松
碑
後
記
』
が
あ
り
‘
方
山
に
は
松
の

群
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
は
直
ち
に
通
玄
の
松
と
は
関

係
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
方
山
は
雲
霧
の
名

⑰

所
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
＄
張
商
英
の
訪
山
以
降
、
幾
多
の
人

⑱

々
が
登
山
し
て
方
山
の
景
観
や
通
玄
及
び
商
英
の
遺
徳
を
詩
に
残

し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
方
山
の
状
況
を
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

次
で
『
事
迩
』
は
通
玄
が
論
を
著
し
て
い
る
時
の
模
様
に
つ
い

て
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
口
よ
り
白
光
を
放
ち
て
灯
燭
に
代
え

た
旨
と
、
二
女
子
（
二
童
子
と
す
る
資
料
も
あ
る
）
が
彼
の
給
仕

⑲

を
な
し
た
件
と
を
載
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
彼
は
造

論
に
精
進
し
五
ヶ
年
を
経
る
の
で
あ
る
。
以
後
、
『
事
迩
』
は
通

玄
の
容
姿
と
遷
化
の
前
日
の
里
人
と
の
対
話
、
及
び
臨
終
時
の
奇

瑞
等
の
事
柄
に
つ
い
て
叙
す
と
共
に
、
又
通
玄
が
方
山
に
居
住
中

毎
年
三
月
末
に
十
方
賢
聖
の
浄
会
を
設
け
て
い
た
こ
と
を
附
記
し

て
い
る
。
今
そ
れ
ら
細
部
に
亘
っ
て
の
比
較
は
省
略
し
、
『
事
迩
』

の
文
の
紹
介
の
み
に
留
め
る
こ
と
と
す
る
。

’
一
一

さ
て
、
上
述
の
比
較
を
参
考
と
し
て
通
玄
の
生
卒
年
時
に
つ
い

〕か
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て
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
『
事
迩
』

か
ら
直
ち
に
通
玄
の
卒
年
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
開

元
二
十
七
年
（
七
三
九
）
に
孟
県
大
賢
村
に
至
り
、
そ
こ
で
三
年
、

更
に
馬
氏
の
古
佛
堂
で
十
年
、
そ
し
て
方
山
で
少
な
く
と
も
五
年

居
住
し
て
い
る
。
す
る
と
都
合
十
八
年
間
の
経
過
が
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
今
そ
れ
を
加
算
し
て
み
る
と
、
彼
の
卒
年
は
即
ち

至
徳
二
年
（
七
五
七
）
と
な
る
。
『
事
迩
』
は
彼
の
寿
令
を
九
十
六

と
し
て
い
る
か
ら
逆
算
す
る
と
彼
は
龍
朔
元
年
（
六
六
一
）
の
出
生

と
い
え
る
。
又
彼
が
孟
県
大
賢
村
に
至
っ
た
の
は
七
十
八
歳
の
時

で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
『
事
迩
』
の
説
に
類
似
す
る
『
霊

跡
記
』
は
開
元
二
十
七
年
孟
県
大
賢
村
到
着
以
降
、
三
年
、
五
年
、

三
年
と
順
次
そ
の
経
過
を
示
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
寿
令
に
関
し

て
九
十
有
齢
と
暖
味
に
し
か
伝
え
て
い
な
い
た
め
、
卒
時
に
つ
い

て
は
一
応
天
宝
九
年
（
七
五
○
）
頃
と
推
察
で
き
る
が
、
生
時
は
逆

算
し
か
ね
る
。
そ
れ
故
、
今
寿
令
に
つ
い
て
は
『
事
迩
』
の
説
を

借
り
れ
ば
、
彼
は
永
徽
五
年
（
六
五
四
）
の
出
生
と
な
る
。
一
方
開

元
十
七
年
至
高
山
人
家
説
の
『
行
状
』
に
つ
い
て
は
、
馬
氏
の
古

佛
堂
ま
で
は
三
年
、
十
年
の
『
事
迩
』
説
と
同
じ
で
あ
る
が
、
方

山
に
お
け
る
居
住
年
は
記
し
て
い
な
い
。
尤
も
文
中
に
十
年
の
語

が
二
度
記
さ
れ
て
お
り
、
読
み
方
に
よ
っ
て
は
古
佛
堂
に
居
住
し

た
の
が
二
十
年
で
あ
る
と
も
採
れ
る
が
、
恐
ら
く
は
十
年
の
意
で

あ
ろ
う
。
寿
齢
は
九
十
五
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
三
年
、
十
年

の
経
過
を
記
す
資
料
は
方
山
居
住
を
全
て
五
年
と
し
、
『
事
迩
』

の
説
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
こ
の
『
行
状
』
も
方
山
居
住

は
五
年
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
通
玄
の
生
涯

は
永
徽
三
年
（
六
五
二
）
ｌ
天
宝
六
年
（
七
四
七
）
と
な
ろ
う
。

さ
て
『
決
疑
諭
序
』
の
開
元
十
八
年
（
七
三
○
）
三
月
二
十
八
日

卒
説
と
同
じ
系
列
の
も
の
と
し
て
『
宋
伝
』
『
決
疑
論
後
記
』
（
一

①

○
八
八
成
立
）
『
神
僧
伝
』
（
一
四
一
七
成
立
）
『
居
士
伝
』
『
孟
県
志
』

等
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
開
元
十
八
年
卒
説
の
資
料
は
全
て
彼

の
寿
齢
を
九
十
六
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
開
元
七
年
ｌ
開
元
十

八
年
は
十
一
年
間
で
あ
り
、
こ
れ
は
前
の
『
霊
跡
記
』
と
同
じ
に

な
り
注
目
に
値
す
る
。
今
こ
の
説
か
ら
通
玄
の
生
卒
年
時
を
考
え

れ
ば
、
貞
観
九
年
（
六
三
五
）
出
生
、
開
元
十
八
年
（
七
三
○
）
卒
と

な
る
。
因
み
に
孟
県
大
賢
村
に
至
っ
た
の
が
彼
八
十
四
歳
の
時
と

い
え
る
。

通
玄
の
卒
年
を
示
す
資
料
の
系
列
に
も
う
一
説
あ
っ
て
、
開
元

二
十
八
年
（
七
四
○
）
卒
説
を
説
く
。
こ
れ
は
『
編
年
通
論
」
『
歴

。
①
①
①
①

代
通
裁
』
『
佛
法
金
湯
篇
』
『
釈
氏
稽
古
略
』
『
居
士
分
灯
録
』
『
見

聖
授
道
伝
』
等
で
、
『
編
年
通
論
』
の
二
六
四
成
立
を
筆
頭
と

し
て
比
岐
的
新
し
い
資
料
で
あ
る
。
そ
し
て
通
玄
の
寿
齢
に
関
し

て
は
一
部
の
不
記
を
除
け
ば
皆
全
て
九
十
五
歳
説
を
採
用
し
て
い
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る
。
そ
し
て
又
、
こ
れ
ら
は
『
事
迩
』
と
同
じ
三
年
、
十
年
、
五

年
の
経
過
説
を
採
用
し
て
い
る
。
尤
も
開
元
七
年
か
ら
二
十
八
年

で
は
二
十
一
年
間
で
あ
り
、
文
は
十
八
年
間
の
内
訳
し
か
な
い
か

ら
残
り
三
年
間
は
不
明
で
あ
る
。
『
事
迩
』
に
つ
い
て
、
筆
者
は

最
短
年
時
の
み
計
算
し
た
が
、
も
し
こ
れ
ら
と
同
系
と
す
る
と
二

十
一
年
間
と
し
、
三
年
間
生
卒
年
時
を
後
へ
移
行
し
た
方
が
よ
い

か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
こ
の
二
十
八
年
説
か
ら
通
玄
の
生
卒

年
時
を
推
定
す
る
と
貞
観
二
十
年
（
六
四
六
）
ｌ
開
元
二
十
八
年
（
七

四
○
）
と
な
り
、
孟
県
到
着
は
彼
七
十
三
歳
の
時
と
な
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
通
玄
の
伝
記
資
料
に
関
し
て
は
『
事
迩
』

『
霊
跡
記
』
『
行
状
』
の
三
資
料
と
、
『
決
疑
論
序
』
『
宋
伝
』

等
の
系
列
と
、
『
編
年
通
論
』
『
歴
代
通
載
』
等
の
系
列
に
一
応

大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
『
事
迩
』
『
霊
跡
記
』
が

他
系
列
の
資
料
と
複
雑
に
影
響
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き

よ
う
。
現
在
で
は
『
決
疑
論
序
」
の
成
立
年
時
が
重
ん
じ
ら
れ
て

⑳

か
、
開
元
十
八
年
卒
説
が
認
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
以
上
検
討

し
て
き
た
よ
う
に
、
資
料
の
記
載
内
容
の
比
較
か
ら
の
み
で
は
、

容
易
に
判
定
は
で
き
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
の
で
あ
る
。

四

さ
て
以
上
の
伝
記
資
料
の
記
述
を
統
合
す
る
と
、
生
涯
の
事
柄

は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
の
生
存
年
時
は
六
三
五
’
七
五
七
頃
迄

の
間
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
し
か
決
定
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、

法
蔵
の
生
涯
が
六
四
三
’
七
一
二
、
澄
観
の
そ
れ
が
七
三
八
’
八

三
九
で
あ
り
、
通
玄
は
既
に
法
蔵
の
存
在
を
知
り
、
澄
観
は
通
玄

⑳

の
存
在
を
知
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
こ
の
間
に
通
玄
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
更
に

進
ん
で
今
一
歩
厳
密
に
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
根
本
資
料
と
な

る
翁
へ
き
も
の
が
現
在
に
伝
わ
る
迄
の
流
通
経
過
の
研
究
に
よ
る
資

料
価
値
の
硴
認
、
或
い
は
通
玄
の
当
時
の
佛
教
学
者
と
の
間
の
思

想
交
流
の
有
無
等
の
広
範
囲
に
亘
る
研
究
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
よ
う
に
思
う
。
現
在
既
に
坂
本
幸
男
博
士
は
、
慧
苑
（
六
七

⑳

三
’
七
四
三
）
が
通
玄
の
新
華
厳
経
論
に
影
響
を
受
け
て
い
る
旨
を

⑬

推
測
さ
れ
て
い
る
。
博
士
の
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
僧
広
超

等
の
件
は
甚
だ
信
瀝
性
の
な
い
も
の
と
な
り
、
又
通
玄
の
生
卒
年

時
も
頗
る
明
確
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
博
士
の
論

文
は
通
玄
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
関
説
さ
れ
た

程
度
で
あ
り
、
厳
密
に
比
較
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
か

ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
通
玄
の
生
卒
年
時
等
に
関
し
て
は
決
定
で

き
な
い
の
が
、
そ
の
状
況
で
あ
る
。

以
上
、
通
玄
の
伝
記
を
比
較
考
察
し
て
き
た
結
果
、
残
念
な
が

ら
は
っ
き
り
と
は
彼
の
生
卒
年
時
に
つ
い
て
決
定
を
下
す
こ
と
が

q員
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⑳

で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
一
応
彼
の
生
涯
の
概
略
を
把
え

得
た
こ
と
と
、
生
卒
年
代
に
限
っ
た
場
合
、
現
在
で
は
『
決
疑
論

序
』
等
の
説
が
重
視
さ
れ
て
い
る
が
し
か
し
『
事
迩
』
等
の
説
も

容
易
に
却
下
で
き
な
い
こ
と
は
明
し
得
た
で
あ
ろ
う
。

註①
例
決
疑
論
序
（
大
正
部
．
一
○
二
ｃ
）

④
李
長
者
事
迩
（
続
蔵
５
．
三
二
七
）

例
志
寧
・
合
論
序
（
続
蔵
５
．
三
二
六
）

㈲
神
福
山
寺
霊
跡
記
（
山
右
石
刻
叢
編
巻
９
）

㈱
慧
（
恵
）
研
・
合
論
序
（
続
蔵
５
．
三
二
五
）

帥
宋
高
僧
伝
巻
型
（
大
正
帥
・
八
五
三
ｃ
）

㈲
決
疑
論
後
記
（
大
正
茄
・
一
○
四
八
ｃ
）

例
通
玄
行
蹟
記
（
金
石
続
編
巻
Ⅳ
）

例
編
年
通
論
巻
塒
（
続
蔵
二
乙
３
．
二
九
一
）

③
李
通
玄
長
者
行
状
（
華
厳
論
節
要
末
尾
・
金
沢
文
庫
資
料
全

書
華
厳
綱
一
八
○
頁
）

㈹
佛
祖
統
紀
巻
如
（
大
正
朔
．
三
七
三
Ｃ
）

例
歴
代
通
載
巻
過
（
大
正
⑲
．
五
九
四
ｂ
）

匂
佛
法
金
湯
篇
巻
８
（
続
蔵
二
乙
皿
・
四
五
一
）

㈲
釈
氏
稽
古
略
巻
３
（
大
正
囎
・
八
二
六
ｃ
）

⑦
神
僧
伝
巻
７
（
大
正
印
．
九
九
五
ａ
）

例
合
論
纂
要
後
序
（
続
蔵
銘
・
三
九
九
）

㈱
居
士
分
燈
録
巻
上
（
続
蔵
二
乙
加
・
四
三
四
）

⑫
居
士
伝
巻
迩
（
統
蔵
二
乙
躯
・
四
二
七
）

㈲
李
長
者
伝
（
華
厳
経
疏
論
墓
要
巻
首
。
修
訂
中
華
大
蔵
経
会

印
行
・
こ
れ
は
事
迩
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
）

的
李
長
者
見
聖
授
道
伝
（
清
涼
山
志
巻
６
）

㈱
寿
陽
県
志
巻
哩
等

目
孟
県
志
巻
肥
等

②
平
定
州
志
人
物
志
下

㈱
山
西
通
志
巻
師
等

②
華
厳
経
感
応
略
記
（
続
蔵
二
乙
７
．
二
八
四
）

的
華
厳
経
感
応
縁
起
伝
（
〃
・
二
九
四
）

⑧
華
厳
経
持
験
記
（
〃
・
三
○
五
）

等
が
通
玄
の
生
涯
を
記
し
て
い
る
。
但
し
⑰
㈱
②
的
伺
は
生
卒
年
時

等
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
点
伝
記
資
料
と
は
な
り
に
く
い
。

上
述
の
他
、
鎌
田
茂
雄
博
士
は
唐
釈
教
文
巻
蛇
に
も
通
玄
の
伝
が
あ

る
と
い
わ
れ
る
が
今
回
は
諸
事
情
に
よ
り
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
尚
、
長
者
篭
記
等
、
方
山
昭
化
院
に
関
す
る
資
料
に
つ
い

て
は
、
こ
こ
で
は
触
れ
ず
、
一
応
通
玄
の
生
涯
に
関
す
る
も
の
の
み

を
対
象
と
し
た
。
一
方
、
日
本
の
宗
性
の
華
厳
宗
祖
師
伝
の
最
後
に

は
通
玄
の
伝
と
し
て
事
迩
・
決
疑
論
序
・
宋
伝
等
が
載
せ
て
あ
る
。

又
、
山
右
石
刻
叢
編
巻
恥
に
は
李
長
者
象
が
あ
る
が
こ
れ
は
例
と
同

文
で
あ
る
。

②
方
山
は
山
西
省
寿
陽
県
の
東
北
、
同
省
孟
県
の
西
南
に
当
り
、
両

県
の
境
に
位
置
す
る
。
同
山
は
「
福
秀
神
山
」
と
も
「
神
福
山
」
と

も
称
さ
れ
（
神
福
山
寺
霊
跡
記
）
、
通
玄
は
此
に
住
し
た
と
い
わ
れ
る

尤
も
『
山
西
省
大
観
中
部
下
』
（
陸
軍
参
謀
本
部
編
・
昭
和
妬
年
ｎ

月
生
活
社
刊
四
五
一
頁
）
に
は
、
方
山
に
つ
い
て
「
（
寿
陽
）
県
城
の

東
北
四
十
支
里
に
あ
り
、
山
形
壁
立
千
側
、
山
頂
に
一
支
里
四
方
の

平
坦
地
あ
り
、
唐
の
李
通
元
（
通
玄
の
玄
を
元
と
す
る
の
は
孟
県
志
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等
に
も
み
ら
れ
、
恐
く
は
音
通
で
あ
ろ
う
）
隠
世
し
、
華
厳
論
を
著

は
せ
し
所
で
あ
る
。
山
中
に
方
山
寺
あ
り
」
と
の
説
明
を
施
し
て
お

り
、
近
代
迄
通
玄
の
遺
跡
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
又
こ
の
方
山
寺

と
は
通
玄
縁
の
寺
で
あ
り
、
寿
陽
県
志
巻
二
に
よ
れ
ば
こ
れ
に
上
寺

⑰

と
下
寺
と
が
あ
り
、
下
寺
が
商
英
に
よ
っ
て
改
築
さ
れ
た
昭
化
院
で

あ
る
ら
し
い
。
そ
し
て
又
こ
れ
は
以
降
万
暦
中
に
僧
衲
雲
、
崇
正
の

初
に
僧
明
講
に
よ
っ
て
改
築
、
復
建
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
尚
、
常

盤
大
定
博
士
の
「
支
那
佛
教
史
蹟
踏
査
記
』
六
五
頁
に
は
通
玄
の
遺

跡
に
関
し
て
触
れ
て
お
ら
れ
、
残
念
な
こ
と
に
当
地
に
は
赴
く
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

③
諸
橋
轍
次
著
『
大
漢
和
辞
典
』
巻
６
．
八
○
四
頁
。

④
歴
代
通
載
巻
喝
に
も
見
る
。
尤
も
両
者
は
全
く
の
同
文
で
あ
り
、

編
年
通
論
が
西
紀
二
六
四
、
通
載
が
西
紀
一
三
四
一
の
成
立
で
あ

る
か
ら
、
こ
こ
で
は
一
応
前
者
を
挙
げ
た
。

⑤
季
長
者
事
迩
は
『
華
厳
経
合
論
』
の
巻
頭
に
付
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
合
諭
に
関
し
て
は
宋
高
僧
伝
巻
犯
（
大
正
印
・
八
五
四
ａ
）

に
「
至
二
大
中
中
一
（
八
四
七
’
八
六
○
）
閨
越
僧
志
寧
将
レ
論
注
二
於

経
下
一
成
二
一
百
二
十
巻
一
論
有
二
会
釈
七
巻
一
不
し
入
一
一
注
文
一

亦
写
二
附
於
初
一
也
宋
乾
徳
丁
卯
歳
（
九
六
七
）
閨
僧
恵
研
重
更
条

理
立
レ
名
日
一
一
華
厳
経
合
諭
一
行
二
於
世
一
人
所
二
貴
重
一
焉
」
の
文
が

あ
り
、
現
行
の
合
論
は
慧
研
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ

る
（
た
だ
こ
れ
に
つ
い
て
は
現
行
の
合
論
間
に
も
帖
巻
の
相
違
が
あ

り
今
後
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
）
。
し
か
し
、
こ
の
慧
研
の
序
に
は

事
迩
の
旨
に
つ
い
て
は
一
言
も
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
為
、
い
つ

こ
れ
が
合
論
の
巻
頭
に
付
さ
れ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
続
貞
元

釈
教
録
（
大
正
弱
．
一
○
四
九
・
ｂ
）
に
よ
れ
ば
南
唐
の
昇
元
二
年

（
九
三
八
）
に
僧
勉
昌
に
よ
っ
て
新
華
厳
経
論
一
部
四
十
巻
が
入
蔵

の
進
請
を
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
挾
注
に
行
状
一
巻
の
有
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑥
こ
れ
に
つ
い
て
は
木
村
清
孝
博
士
が
「
華
厳
思
想
と
中
国
思
想
を

つ
な
ぐ
も
の
ｌ
李
通
玄
の
華
厳
経
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」
（
中
村
元

博
士
還
暦
記
念
論
集
・
春
秋
社
刊
）
の
論
文
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る

の
で
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

⑦
森
三
樹
三
郎
著
『
中
国
思
想
史
的
』
三
二
四
頁
、
レ
グ
ル
ス
文
庫
。

③
『
決
疑
論
』
は
「
大
唐
北
京
李
通
玄
撰
」
と
さ
れ
て
い
る
（
大
正

郡
・
一
○
一
二
ａ
）
。
又
、
澄
観
も
演
義
紗
巻
第
獅
の
中
で
「
北
京

李
長
者
」
（
大
正
茄
・
三
六
七
Ｃ
）
と
し
て
い
る
か
ら
、
通
玄
が
北

京
に
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。

⑨
孟
県
志
巻
六
に
は
大
賢
村
は
県
南
二
十
里
と
あ
る
。

⑩
例
え
ば
十
明
論
の
十
種
退
失
佛
法
道
等
の
華
厳
経
の
引
用
文
は
、

六
十
巻
本
を
採
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
そ
れ
ら
を
比
較
し

て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

①
佛
子
。
菩
薩
摩
訶
薩
。
有
十
種
退
失
佛
法
道
。
応
当
還
離
。

③
〃
〃
。
〃
〃
〃
〃
〃
。
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
。
〃
〃
〃
〃
・
所

⑧
〃
〃
。
〃
〃
〃
〃
〃
。
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
。
〃
〃
〃
〃
。
〃

＄
為
於
善
知
識
生
僑
慢
心
。
失
佛
法
道
。
畏
生
死
苦
失
佛
法
道
。

③
謂
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
。
〃
〃
〃
〃
。
〃
〃
〃
″
〃
〃
〃
〃
。

③
〃
軽
慢
善
知
識
・
退
失
佛
法
。
〃
〃
〃
〃
退
失
佛
法
。

①
厭
菩
薩
行
失
佛
法
道
。
厭
悪
受
生
失
佛
法
道
。
楽
着

困
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
。
〃
〃
〃
″
〃
〃
〃
〃
。
〃
著

⑤
厭
修
〃
〃
〃
退
失
佛
法
。
不
楽
住
世
間
退
失
佛
法
。
耽
〃

n句

。ノ



＄
三
味
失
佛
法
道
。
於
諸
善
根
起
疑
惑
心
。
失
佛
法
道
誹
誇

因
〃
″
〃
〃
〃
〃
。
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
。
〃
〃
〃
″
〃
〃

⑧
〃
〃
退
失
俳
法
。
執
取
〃
″
・
退
失
佛
法
〃
〃

①
正
法
。
失
佛
法
道
。
断
菩
薩
行
失
佛
法
道
楽
求
声
聞
及

困
〃
〃
。
〃
〃
〃
〃
。
〃
〃
〃
″
〃
〃
〃
〃
。
〃
〃
〃
″
〃

⑧
〃
〃
・
退
失
佛
法
。
〃
〃
〃
〃
退
失
佛
法
。
〃
二
乗
道

＄
縁
覚
乗
失
佛
法
道
。
起
愼
悪
心
失
佛
法
道

困
〃
〃
″
〃
〃
〃
〃
。
〃
腹
〃
″
〃
〃
〃
〃

⑧
退
失
佛
法
。
嫌
恨
諸
菩
薩
退
失
佛
法

尚
、
＄
は
十
明
論
（
大
正
蛎
・
七
六
八
ｂ
ｌ
Ｃ
）
、
因
は
六
十
巻

華
厳
経
（
大
正
９
．
六
五
四
ａ
ｌ
ｂ
）
、
⑧
は
八
十
巻
華
厳
経
（
大
正

、
．
二
九
九
ｃ
）
で
あ
る
。

⑪
小
野
勝
年
・
日
比
野
丈
夫
著
『
五
台
山
』
朋
頁
以
降
参
照
の
こ
と
。

尚
銘
頁
に
は
則
天
武
后
代
に
霊
鷲
寺
が
大
華
厳
寺
と
改
名
さ
れ
た
旨

が
述
雫
へ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
の
み
で
も
華
厳
経
が
五
台
山
で
盛
ん

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑫
事
迩
の
二
十
七
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
続
蔵
の
合
論
巻
首
、
新
文

豊
刊
の
合
諭
巻
首
、
谷
大
所
蔵
寛
文
版
和
本
の
合
論
巻
首
、
続
蔵
の

合
論
簡
要
巻
首
、
華
厳
宗
祖
師
伝
巻
下
等
に
み
る
事
迩
は
全
て
二
十

七
と
し
て
い
る
。

⑬
神
福
山
寺
霊
跡
記
は
山
右
石
刻
叢
編
巻
９
に
「
石
高
三
尺
一
寸
七

分
広
二
尺
二
寸
一
分
三
十
五
行
行
四
十
五
字
正
書
今
在
寿

陽
県
方
山
」
と
あ
る
が
、
商
英
・
宗
勝
等
は
こ
の
碑
の
こ
と
を
録
し

て
い
な
い
。
因
み
に
決
疑
論
後
記
は
元
祐
戊
辰
（
一
○
八
八
）
頃
、

商
英
が
方
山
歴
訪
時
に
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
行
蹟
記
は
崇
寧
元
年

（
二
○
二
）
題
字
を
商
英
か
ら
受
け
、
宗
勝
が
撰
し
立
石
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
両
者
に
は
多
少
の
相
違
が
あ
る
の

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
後
記
に
は
開
元
十
八
年
と
通
玄
の
卒
時
を
明

記
し
て
あ
る
が
、
行
蹟
記
は
但
だ
寿
令
を
九
十
六
と
明
記
し
て
い
る

の
み
で
卒
年
に
つ
い
て
は
明
記
し
て
い
な
い
。
後
記
は
そ
の
点
で
は

決
疑
論
序
・
宋
伝
の
説
と
一
致
す
る
が
、
行
蹟
記
は
後
述
し
た
ご
と

く
孟
県
到
着
以
降
の
年
数
を
三
年
・
十
年
・
五
年
の
説
を
採
用
し
て

お
り
、
こ
れ
は
開
元
七
年
と
二
十
七
年
の
差
こ
そ
あ
れ
事
迩
と
一
致

し
て
い
る
。
又
、
開
元
二
十
八
年
卒
説
の
綿
年
通
論
等
と
一
致
す
る

が
、
こ
れ
ら
は
行
蹟
記
よ
り
新
し
い
資
料
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

⑰

商
英
が
再
び
方
山
を
訪
れ
る
迄
の
上
述
の
期
間
内
に
事
迩
等
何
ら
か

の
別
行
の
資
料
が
、
商
英
若
く
は
宗
勝
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
の
想
像
が
つ
く
の
と
同
時
に
、
よ
り
発
展
し
て
こ
れ
が

又
編
年
通
論
等
の
説
を
成
立
さ
せ
る
母
体
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
の
推
論
も
成
立
す
る
。
一
方
、
行
状
を
附
す
節
要
の
著
者
智
納
は

商
英
の
記
を
既
に
知
っ
て
い
る
か
ら
（
同
序
）
、
行
状
の
記
述
が
正
し

い
と
す
る
と
こ
れ
は
智
納
の
著
で
は
な
く
な
り
、
興
味
深
い
存
在
と

な
る
。
し
か
し
こ
の
件
に
つ
い
て
は
今
し
ば
ら
く
詳
細
な
調
査
が
必

要
で
あ
り
、
今
回
は
省
略
す
る
こ
と
と
す
る
。

⑭
こ
の
旨
を
記
し
て
い
な
い
資
料
は
め
⑰
㈱
儲
等
で
他
の
主
要
な
資

料
は
殆
ん
ど
記
し
て
い
る
。

⑮
こ
の
外
、
通
玄
の
別
称
と
し
て
は
「
顕
教
妙
厳
長
者
」
の
号
が
あ

る
。
又
単
に
「
方
山
」
「
妙
厳
」
な
ど
と
呼
ぶ
例
も
あ
る
。

⑯
寿
陽
県
志
巻
二
。

⑰
註
⑬
で
触
れ
た
よ
う
に
張
商
英
は
張
天
覚
或
い
は
無
尽
居
士
と
も

称
し
、
通
玄
の
生
れ
代
り
と
ま
で
讃
せ
ら
れ
る
程
、
通
玄
に
は
造
詣
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の
深
い
人
物
で
あ
る
。
尚
、
こ
の
商
英
に
つ
い
て
は
安
藤
智
信
先
生

に
「
宋
の
張
商
英
に
つ
い
て
」
（
東
方
学
第
盟
号
）
と
「
張
商
英
の

護
法
論
と
そ
の
背
影
」
（
大
谷
学
報
哩
１
３
）
の
論
文
が
あ
り
、
そ

れ
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

⑬
寿
陽
県
志
巻
廻
等
に
出
づ
。

⑲
霊
跡
記
に
は
会
昌
の
頃
、
霊
徹
の
上
足
に
法
弘
と
い
う
者
が
あ
っ

て
、
そ
れ
が
東
問
に
長
者
の
影
を
置
い
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
は

二
女
が
鮮
花
を
献
っ
て
い
る
の
と
青
衣
の
陸
童
が
給
侍
し
て
お
り
、

左
傍
に
は
虎
が
立
っ
て
い
る
と
あ
る
か
ら
、
そ
う
す
る
と
四
人
の
童

男
女
が
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
四
人
と
す
る
の
は
こ

れ
の
み
で
、
他
の
資
料
は
童
子
か
童
女
の
い
ず
れ
か
に
し
て
い
る
。

⑳
望
月
佛
教
年
表
、
佛
教
史
年
表
（
法
蔵
館
）
の
他
、
亀
川
教
信
先

生
等
も
十
八
年
説
に
権
威
が
あ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
「
支
那
華
厳
宗

と
李
通
玄
の
立
場
」
（
「
日
華
佛
教
研
究
会
年
報
』
第
六
号
、
昭
和
十

八
年
）
。

④
例
え
ば
新
華
厳
経
論
巻
３
（
大
正
弱
．
七
三
五
ａ
）
に
は
智
催
・

法
蔵
の
名
が
見
え
る
し
、
演
義
紗
巻
幻
（
大
正
髄
・
三
六
七
ｃ
）
に

は
李
通
玄
の
名
が
み
え
る
。

⑳
坂
本
幸
男
「
華
厳
教
学
の
研
究
」
平
楽
寺
書
店
、
六
頁
。

⑳
同
、
七
六
頁
。

⑭
通
玄
の
生
卒
年
時
を
図
表
に
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

資
料
名
㈹㈲ｑ

价
勧
儲
切
切
目
㈱

㈹
㈱
㈹
㈹
例
紛
的

｜
生
年
一
卒
年

一
ハ
ー
ハ
ー
（
？
。
）

六
五
四
（
？
）

一
ハ
一
五
二
（
？
。
）

｛
ハ
ー
ニ
ー
ュ

』
、
口
剖
』
、

｜
ノ
ロ
隆
一
ノ

七
五
七
（
？
）
’

七
五
○
（
？
）

七
四
七
（
？
）

七
三
○

七
四
○
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